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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
高 齢 者 就 業 に は「ミ スマ ッ チ 」が 存 在 する 。こ の 場 合 の「 ミ スマ ッチ 」と は「 高 齢 者 が本来 発 揮 で

き る 労 働 者 と して の 特性 と 、高 齢 者 が 実 際に就 業 し て い る 職業 特 性が 一 致 し な い 」こ とだ 。具 体 的 に

は 「 事 務 従 事 者 」「 販 売従 事 者 」 か ら の離 職 が増 え 「 農 林 漁 業従 事 者 」「 運 搬 ・ 清 掃 ・包 装 等従 事 者 」

へ の 就 業 が 増 える 。定年 等 で 労 働 市 場か ら 退出 す る 就 業 者 もふ く めれ ば 、少 な く と も「 これま で の 職

業 特 性 を 活 か した 」 就業 を 行 う と い う選 択 肢は 現 実 に は 限 られ て いる 。  
  高 齢 者 の 能 力 が あ る 年 齢 を 境 に 急 に 変 化 す る わ け で は な い こ と を 踏 ま え れ ば 、 人 材 と し て の 適 材

適 所 を マ ッ チ ング す るこ と は 社 会 全 体へ の 活力 と な る は ず だ 。ただ し、現 行 の 改 正 高 年 齢者 雇用 安 定

法 （ 2012 年 ） 等 、 継 続 雇 用 を 企 業 に 義 務 付 け る 、 い わ ば 福 祉 的 雇 用 政 策 は 、 そ の 解 決 策 で は な い と

考 え る 。な ぜ な ら「会社 頼 み 」の 雇 用 では 、結 局 、高 齢 者 の 個々 の特 性 を 活 か す こと は 難し く 、会 社

に と っ て も 、 若年 層 から 中 高 年 層 ま での 人 材配 置 に 影 響 が 生じ て いる こ と が す で に指 摘 され て い る 。 
一 方 、「 新 規 就 業 」 に お い て は 、 知 識 や 経 験 が 必 要 と さ れ な い も の に 限 ら れ 、 単 純 労 働 や 肉 体 労 働

が 自 ず と 中 心 とな る 。こ れ ら は 高 齢 者「で も」働 け る 職 業 か もし れな い が 、高 齢 者「 だから こ そ 」働

け る（ 力 を 発 揮 で きる ）職 業 と は い え ない だ ろう 。い わ ゆ る 労 働 市場の 隙 間 を 担 う 労働 力 とし て の 高

齢 者 就 業 で は なく 、 高齢 者 が 相 対 的 に優 れ てい る 能 力 を 活 かす 就 業が よ り 必 要 で ある 。  
図 は 23 の 専 門 知 識 に 対す る 「 業 務 で の必 要 度」 と 「 そ れ に 対す る 高齢 者 の パ フ ォ ーマ ン ス」 に つ

い て 、「 人 文 科 学 ・ 社 会 科 学 」 に お け る 評 価 を 基 準 値 と し た 場 合 の 、 各 専 門 知 識 に お け る 高 齢 者 の 優

劣 を 示 す 。（ 6488 名 の 就業 者 に 対 し NIRA に よ り ア ン ケ ー ト を実 施 した 結 果 ）。「 経 済・会 計 」「 生 産 ・

技 術 」「 安 全 管 理 ・ 公 共 安 全 」 な ど の 専 門 知 識 が 評 価 さ れ る 一 方 で 「 特 定 の 知 識 は 必 要 な い 」 分 野 に

お い て も 高 齢 者 が 評 価 さ れ て い る 。 一 方 、「 情 報 科 学 ・ メ デ ィ ア 」 や 「 言 語 」 に 関 し て は 全 般 的 に 高

齢 者 の 評 価 は 低い 。  
高齢者のパフォーマンス 専門知識

-1.23 経営・管理

2.05 経済・会計

-1.40 営業・販売・顧客サービス

0.25 人事管理

2.28 生産技術

0.95 電気・電子・機械・通信

-0.30 設計技術

-0.66 土木・建築

-1.63 数学・物理学

0.78 化学・生物学

-0.91 心理学

0.00 人文科学・社会科学 (基準値)

1.26 医歯学・薬学・保健学

0.65 セラピー・カウンセリング

0.54 教育・トレーニング

-2.03 言語（日本語・外国語）

-0.15 芸術（音楽・美術・演劇・舞踏）

1.65 安全管理・公共安全

-0.68 法学・政治学、法律・行政

-2.60 情報科学・メディア

0.38 輸送・運輸

-0.99 その他の分野の知識

2.11 特定の知識は必要ない  
注 )「 人 文 科 学 ・ 社 会 科 学 」 の 知 識 の 評 価 を 基 準 値 と し た 差 で 示 し て お り 、 回 答 者 は 648 8 名 。  

 ま た 、 本 研 究で は 就業 者 に （ 上 記 のよ う な専 門 知 識 の 領 域だ け でな く ）「 職 業 を 構成 す る多 面 的 な

特 性 」を 尋 ね てい る 。指標 は 米 国 労 働 省の「 O＊ NET」と 呼 ば れ る 職 業デ ー タ ベ ー ス に準 拠 して お り 、

網 羅 的 に 職 業 特性 を 指標 化 す る も の だ 。具 体的 に は 、そ の 職 業に 必要 な 、知 識・経 験 、職 務活 動 、人

柄 ・ 個 性 、 職 務環 境 ※を 就 業 者 に 調 査し て いる 。（ 米 国 に お ける 職 業特 性 調 査 で も 、従 業 者に 対 す る



ア ン ケ ー ト 調 査を 用 いて 指 標 を 作 成 して い る 。）  
   そ の 結 果 、 高齢 者 の人 柄 や 個 性 ・ 職務 環 境へ の 順 応 性 は 高く 評 価さ れ る 一 方 で 、職 務 活動 を 遂 行

す る 能 力 は 40 歳 を 100 と す る と 、 平 均し て （ 65～ 75 歳 は ） 70 程 度 と 評 価 さ れ て い るこ と が分 か っ

た 。そ し て 、こ の よ うな一 定 の 活 動 能 力の 衰 えを 前 提 と す る と 、高齢者 に は よ り 複 層的 な 能力 が 必 要

と さ れ る こ と がわ か った 。  す な わ ち 、「 I 型  (1 つ の 専 門 に 特 化 す る )」 で も 「 一 型 (特 定 の知識 が な

い ジ ェ ネ ラ リ スト )」でも な い 職 務 で ある 。たと え ば「 両 者を 合 わ せた T 型 」（ 一 定 の 基 本 的な 業 務 能

力 を こ な し た 上で 、 さら に 1 つ の 専 門 性 に 秀で た 人 材 ） な いし 、 専門 性 を 複 数 持 つ「 H 型 」（ 2 つ 以

上 の 専 門 領 域 があ り 、 1 つ の 分 野 に 必 ずし も こだ わ ら ず に 仕 事が 出 来る 人 材 ） が  の ぞま し い。  
 高 齢 期 に お ける 就 業を 望 む の で あ れば 、漫 然と 雇 用 の 受 け 皿を 待 つの も 、こ れ ま で の 経験 の全 く 活

か せ な い 仕 事 に妥 協 する の も 望 ま し くは な く 、自 ら の 人 材 と して の 可能 性 を ま ず は 複数 の 評価 軸 か ら

そ し て 、 な る べく 若 年の う ち か ら 可 視化 す るこ と が 必 要 と なっ て くる 。  
 
※ （ 米 国 O*NET の 職 業 評 価 指 標 で あ る） 知 識・ 経 験 （ Knowledge・ Training）、 職 務 活 動 （ Work 
Act i vi t ies） 12 項 目 、人 柄 ・個 性（ Work Styles） 10 項 目 、職 務 環 境（ Work Context） 10 項 目  に つ

い て 、 自 身 の 職業 で 重要 性 が 高 い 項 目は 何 か、 ア ン ケ ー ト によ り 調査 し た 。 O*NET の 評 価 指 標 を 簡

略 化 し た 調 査 票と な って い る 。  

【研究成果発表方法】  

「職業特性と高齢者特性－現役世代への意識調査から見えてくるもの－」 NIRA モノグラ

フシリーズ  No.40. （ 2016 年 08 月）西山裕也氏との共著（ NIRA 総合研究開発機構）  

http://nira.or.jp/outgoing/monograph/entry/n160831_825.html 

 


